見捨てなかった。 と 云う の は 昔 青田の 畔に 奇蹟 を 現し 

た 一 人の 童 児、 —— 金 応瑞に 国 を 救わせた からで ある。 

ぎしゅう とうぐん てい か しょうすい 

金応 瑞は義 州の 統軍亭 へ K けつけ、 憔悴した 

宣祖 王の 竜顔 を 拝した。 

「わたくしの こうして 居ります から は、 どうかお 心 を 

お休めな さりとう ござ いまする。」 

宣祖王 は 悲しそう に 微笑した。 

「倭将 は 鬼神よりも 強いと 云う ことじ や。 もし そちに 

打てる ものなら、 まず 倭 将の首 を 断って くれい。」 

倭将の 一 人 —— 小 西 行 長 はずつ と ♦ 壌 の 大同 館に 

ぎせい けいげつこう ちょうあい 

妓生 桂月 香 を 寵愛して いた。 桂月 香 は 八 千の 妓 生の 



きば か 

そうに 牙 を 嚙み嚙 み、 もとの 体へ 舞い戻ろ うとした。 

けいげつこう もすそ 

この 不思議 を 見た 桂月 香 は 裳 の 中へ 手 を やる や 否や、 

行 長の 首の 斬り 口へ i ^握み も 灰 を 投げつ けた。 首 は 何 

度 飛び 上っても、 灰 だらけに なった 斬り 口へ はとうと 

う 一 度 も 据わらなかった。 

けれども 首の ない 行 長の 体 は 手 さぐりに 宝剣 を 拾つ 

たと 思う と、 金将 軍へ それ を 投げ 打ちに した。 不意 を 

打 たれた 金将 軍 は 桂月 香 を 小腋に 抱えた まま、 高い 梁 

の 上へ 躍り 上った。 が、 行 長の 投げつ けた 剣 は 宙に飛 

んだ 金将 軍の 足の 小指 を 斬り 落した。 

その 夜 も 明けない うちで ある。 王 命を果 した 金将 軍 



児と 大差の ない 日本 男児に 教える 歴史 はこう 云う 伝説 

に充ち 満ちて いる。 たとえば 日本の 歴史 教科書 は 一度 

もこう 云う 敗戦の 記事 を 掲げた こと はないで はない 

か？ 

もろこし いくさぶね ひき はく そんこう ちょうせん 

「大 唐の 軍将、 戦艦 一 百 七十 艘を 率いて 白 村 江 (朝鮮 

ちゅうせい どうじょ せんけん つらな つちのえ さる てんち てんのう 

忠清 道舒川 県) に 陣列れ リ。 戊 申 (天智 天皇の 二 年 

やまと ふない くさ 

秋 八月 二十 七日) 日本の 船師、 始めて 至り、 大 唐の 船 

たたか やまと つちのとと リ 

師と 合戦う。 日本 利 あらず して 退く。 己 酉 (二十 八 

やまと らん ご ちゅう ぐん 

日) …… さらに 日本の 乱 伍、 中 軍の 卒を 率いて 進みて 

う すな わ はさ めぐ 

大 唐の 軍 を 伐つ。 大唐、 便ち 左右より 船を夾 みて 繞 

とき ま みいく さ や ぶ おもむ し ぬ 

り 戦う。 須臾の 際に 官軍 敗績れ ぬ。 水に 赴きて 溺死 



る 者 衆し。 艫舳、 廻旋 する こと を 得ず。」 (日本書紀) 

いかなる 国の 歴史 も その 国民に は 必ず 栄光 ある 歴史 

である。 何も 金将 軍の 伝説ば かり 一 粲に 価す る 次第で 

はない。 

(大正 十三 年 一 月) 
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